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本研究の目的は，オンライン議論において，プロフィールを表示する場合と表示しな

い場合で，議論にどのような違いが生じるかを明らかにすることである．そこで，「国

立大学文系不要論の是非」をテーマとして，オンライン議論支援システム“Kalliopeia”

を用いた学内実験を実施した．実験では，113 人の参加者を，学部学科名を表示したグ

ループ 2つと，表示しないグループ 2つに分け，別々に議論を行った．また，議論の前

後にアンケートを実施し，参加者の意見や態度の変容を捉えた．結果として，学部学科

名を表示したグループで意見変容がより多く発生し，また，異なる意見を持つ相手への

理解や寛容性が高くなる傾向がみられた． 
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